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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

加速器駆動未臨界システム（ADS）用燃料サイクル成立性に向け、窒

化物燃料の乾式再処理プロセス構築の要素技術として、溶融塩中での燃

料溶解技術の構築に的を絞って、基礎的な溶解挙動および分離挙動を明

らかにする。 

 

２．総合評価 

 A 
・模擬窒化物燃料、アクチノイド窒化物の溶融塩中での溶解に関する詳

細な基礎データや向流多段抽出による分離能を評価し、化学溶解工程の

技術的成立性の見通しを得るなど優れた成果を挙げている。 

・活性母材濃度や除染係数を解析し、不活性母材と不純物の ADS 燃料性

能へ与える影響評価を行い、窒化物燃料乾式再処理プロセスが原理的に

成立することを示している。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 


